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	Ⅰ　ロードマップに位置付けられた研究・調査課題
	Ⅰ-１ 新興及び既存のハザードのリスクの評価に向けた特性評価・ばく露に関する科学的知見の集積
	Ａ 研究事業
	（１）食品中の化学物質・汚染物質のばく露と健康影響に関する研究
	Ｂ 調査事業
	（１）アレルゲンを含む食品のファクトシートのための科学的知見の収集等に関する調査
	（２）農薬の再評価に係る諸外国の状況調査

	Ⅰ-２　健康影響発現メカニズムを踏まえた新たな評価系の構築
	Ａ 研究事業
	（１）食品中の化学物質・汚染物質の健康影響発現メカニズムと新たな評価系に関する研究
	（２）食品により媒介される微生物等※の特性及びその健康影響に関する研究
	（３）食品分野における食経験の乏しい食品等のリスク評価の手法の研究
	（４）新たなアプローチによる評価方法（NAMs）に関する研究

	Ⅰ-３　食品健康影響評価の発展を支える連携及び基盤の整備
	Ａ 研究事業
	（１）ばく露量推定の精緻化に関する研究
	Ｂ 調査事業
	（１）ばく露量推定の精緻化に関する方法論及び活用実態の調査


	Ⅱ　その他の研究・調査課題
	（１）研究者からの提案に基づく研究
	（２）緊急性の高い食品健康影響評価に関する研究・調査

	Ⅲ　食品健康影響評価を担う若手専門家の育成枠
	食品健康影響評価の的確かつ継続的な推進に向けて、将来の食品のリスク評価を担う専門家を育成することを目的として、研究事業の中で、若手研究者※１を主任研究者及び分担研究者とする研究課題※２を一定程度採択する。研究課題については、Ⅰ及びⅡを含めて広く食品健康影響評価に関するものを対象とする。
	※１ 現時点の若手研究者の定義
	※２ 主任研究者及び分担研究者とする研究課題
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